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１．はじめに 

 我々の研究室(風工学分野)は、福岡県春日市に位置す

る九州大学筑紫キャンパス内の応用力学研究所にありま

す。交通アクセスの詳細は本原稿の末尾を参照ください。

風工学分野は、教職員および学生を含めて総勢、約20名

から構成されています。風工学分野は、地表に近い大気

と、その中での物体・地形周辺流れを研究対象としてい

ます。具体的には、大気中における各種輸送機器の空力

特性、長大建造物の耐風安定性、強風災害対策などです。

さらに、様々な気象条件下において大気境界層中に生起

する流動・波動および輸送拡散現象の基本過程を調べ、

大気環境の調和と保全に関する流体力学的諸問題の研究

を行っています。最近では、自然エネルギーの有効利用

に関して、高効率の風力発電システム、流体エネルギー

取得システムに関する研究、これに伴う局所風況予測シ

ステムの開発を行っています。この目的に対し、大型境

界層風洞、温度成層風洞、密度成層水槽を用いた流体実

験と数値流体シミュレーション(CFD)，野外計測を行って

います． 

 

２．風工学分野が所有する実験設備と主な研究成果 

最初に、風工学分野が有する実験設備を紹介します。

図1には、我々が所有する三種類の実験設備を示します。

最も大きな設備は、大型境界層風洞です。下記に、その

主な仕様を示します。 

 

表１ 大型境界層風洞の主な仕様 

 

 

 

図１ 風工学分野が所有する風洞設備



 
図２ 大型境界層風洞を用いた研究例 

 

図２には、大型境界層風洞を用いた研究例を幾つか紹

介します。風車の発電性能の評価、風車ウエイク内の気

流計測とその可視化など行っています。さらに、実在す

る複雑地形を対象とした気流計測や流れの可視化なども

実施しています。得られた風洞実験の結果は、スーパー

コンピュータを用いたCFD解析に活用されます。 

表2には、温度成層風洞の主な仕様を示します。特筆す

べきは、風洞床面と気流の温度を同時にかつ、個別に制

御可能であるということです。この特殊な風洞装置によ

り、種々の温度成層下の大気境界層を再現できます。 

表２ 温度成層風洞の主な仕様 

 
 

 
図３ 温度成層風洞を用いた研究例 



 
図４ 密度成層水槽を用いた研究例 

 

図３には、温度成層風洞を用いた研究例を紹介します。

三宅島からの火山ガスの挙動を風洞実験およびCFD解析

で再現し、種々の大気安定度における火山ガスの移流・

拡散挙動を明らかにしました。 

図4には、密度成層水槽を用いた研究例を示します。大

気中に出現するカルマン渦列に類似した大規模渦の放出

現象を再現することに成功しました。 

 

３．「革新的風力発電システムと数値流体力学(CFD)に 

基づいたその導入技術」の風工学分野 

風工学分野では、流体が物体を通過する際に発生する

「渦」に注目してきました。一般的に、流体中（風や水

流など）に置かれる(流体)機械は、この「渦」を極力発

生しない形状を目指して流線型にデザインされます。私

たちはこの渦を逆手に取った新しい発想で「風レンズ技

術」をコア技術として「レンズ風車/マルチレンズ風車」

を開発しました(図5を参照)。これらの技術は、大屋裕二

特任教授を中心として、構造強度や安全性なども含めて、

現在、小型および中型風車として実用化に成功しました。

その後、それを用いた「浮体ファーム」へ発展を遂げて

います(図5を参照)。さらに、「ウィンドソーラータワー」

の開発が開始され、現在は、九州大学エネルギー研究教

育機構・再生可能エネルギー利用研究ユニット所属の渡 

 

邉康一准教授が中心となって研究が行われています。 

著者は乱流モデルLESに基づいたCFDアプローチにより、

「数値風況予測モデル(RIAM-COMPACT/リアムコンパク

ト)」の開発を中心とした研究を行っています(図5を参

照)。「数値風況予測モデル(RIAM-COMPACT/リアムコンパ

クト)」は、分散型電源としての小型・中型風車、集中型

電源としての大型風車による風力エネルギーの需要拡大、

災害リスク（台風、竜巻、火山ガス、大気汚染物質、山

火事、花粉など）の低減、空の革命の実現（無人/有人ド

ローンの高密度運用）を研究テーマの柱とし、「人々の生

活圏高度における局所的な風の流れ予想の高度化」を目

指しています。 

 

４．風工学分野の様々な流れに対する研究の歴史 

「レンズ風車/マルチレンズ風車」および「数値風況予

測モデル(RIAM-COMPACT/リアムコンパクト)」を生み出し

た背景には、様々な流れに対する研究の歴史があります。

「非流線型の物体（ブラフボディー）周りの流れ」に関

する研究、「長大構造物などの耐風特性やフラッタ」に関

する研究、「地表に近い大気に現れる風（大気境界層）」

に関する研究などです。先に簡単に述べたように、これ

らの研究テーマに対して、室内実験(水槽／風洞)、数値

流体シミュレーション(CFD)、野外観測により総合的にア



プローチしてきました。 

 

図５ 風工学分野における最新の研究テーマ(三つの柱) 

 

 

５．風工学分野の将来構想 

最後に、我々が目指す将来構想を図6に示します。これ

まで実施してきた全ての研究テーマは、実は密に関連し

ています。我々は、世界をリードする、学術から応用ま

でを包含する風工学研究の拠点を目指します。 

 

 

 

図６ 風工学分野の将来構想 


